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し
ま
ね
海
遊
館
ア
ク
ア
ス
に
、

「
辛か

ら

の
崎さ

き

」（
現
・
江
津
市
波
子
町

大
崎
鼻
灯
台
付
近
）
の
荒
磯
を
再

現
し
、
周
辺
の
日
本
海
に
棲
息
す

る
多
く
の
魚
た
ち
を
展
示
す
る

「
石
見
万
葉
の
磯
」
が
登
場
し
ま

す
。公
開
は
三
月
末
の
予
定
で
す
。

乞
う
御
期
待
。

「
山
陰
万
葉
を
歩
く
会
」

ご
入
会
の
ご
案
内

■
「
山
陰
万
葉
を
歩
く
会
」
の
概
要

○
会
長　
　

川
島　

芙
美
子
（
風
土
記
を
訪
ね
る
会
代
表
）

○
副
会
長　

木
谷　

清
人
（
鳥
取
市
公
益
文
化
財
団
理
事
長
）

○
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

藤
岡　

大
拙
（
荒
神
谷
博
物
館
館
長
）

　

内
田　

賢
徳
（
萬
葉
学
会
代
表
）

　

末
成　

弘
明
（
い
わ
み
芸
術
劇
場
館
長
）

○
年
会
費　

個
人
２
千
円
、　

団
体
１
万
円

■
会
費
の
振
込
先

①
ゆ
う
ち
ょ
銀
行　

一
三
九
店　

当
座　

０
０
５
２
２
９
７

　

山
陰
万
葉
を
歩
く
会

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
口
座
か
ら
の
振
込
は
、

　

口
座
記
号
番
号　

０
１
３
４
０
‐
４
‐
２
５
５
９
７

※
会
報
に
同
封
の
振
込
用
紙
を
使
う
と
手
数
料
無
料

②
山
陰
合
同
銀
行　

江
津
支
店　

普
通　

３
６
５
９
５
５
７

　

山
陰
万
葉
を
歩
く
会　

会
長　

川
島
芙
美
子

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
（
事
務
局
）

　

江
津
市
役
所　

商
工
観
光
課　

観
光
振
興
係

電
話　
　

０
８
５
５
‐
５
２
‐
７
４
９
４

FA
X

　
　

０
８
５
５
‐
５
２
‐
１
３
７
９

メ
ー
ル 　

shokokanko@
city.gotsu.lg.jp

 

編
集
後
記 

　

新
し
き
　
年
の
始
め
の

　
初は

つ

春は
る

の
　
今
日
降
る
雪
の
　

　
い
や
重し

け
　
吉よ

ご
と事

　

因い
な
ば幡
の
国こ

く

主し
ゅ

・
大

お
お
と
も
の
や
か
も
ち

伴
家
持

の
新
年
を
祝
う
歌
で
す
。
新

年
に
あ
た
り
、
人
々
の
平
安

も
、
日
本
全
体
の
繁
栄
も
こ

め
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
、
元
旦
に
全
国
的

に
雪
が
降
り
ま
し
た
。
万
葉

の
時
代
も
、
今
も
、
自
然
の

営
み
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
「
地
方
創
生
」
が
見
直
さ

れ
る
今
、
山
陰
の
豊
か
な
自

然
が
生
み
出
す
、
食
、
祭
、

芸
能
な
ど
、そ
し
て
産
業
が
、

万
葉
の
波
を
く
ぐ
り
、
万
葉

の
衣
を
ま
と
っ
て
、
再
び
、

豊
か
さ
と
し
て
皆
様
に
ご
提

供
で
き
る
よ
う
に
、
皆
様
の

お
力
や
お
知
恵
を
お
借
り
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
何
か
ヒ
ン
ト
に

な
る
よ
う
な
ご
意
見
、
ご
提

案
を
い
た
だ
き
、
ご
支
援
、

ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
事
務
局
）

 

平
成
二
十
七
年
度
の
予
定 

（1）
二
月
十
一
日（
水
・
祝
）

「
山
陰
万
葉
を
歩
く
会
」理
事
会

（
米
子
市
）

（2）
二
月
十
五
日

（日）
午
後
二
時
～

「
ヒ
ト
・
マ
ル
」創
作
オ
ペ
ラ
上
演

会
場
：
石
見
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

（
グ
ラ
ン
ト
ワ
）

☎
０
８
５
６
‐
３
１
‐
１
８
６
０

（
グ
ラ
ン
ト
ワ
）

（3）
三
月
一
日

（日）

万
葉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

会
場
：
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　

三
月
二
日

（月）　

江
津
市
・
益
田

市
万
葉
ゆ
か
り
の
地
見
学
会

※
他
県
の
方
々
の
石
見
訪
問
の
お

も
て
な
し
を
し
ま
す
。

☎
０
８
５
５
‐
５
２
‐
７
４
９
４

（
山
陰
万
葉
を
歩
く
会
事
務
局
）

（4）
三
月
二
十
四
日

（火）
、二
十
五
日

（水）

叶
う
旅

☎
０
８
５
６
‐
３
１
‐
０
１
０
６

（
益
田
市
観
光
交
流
課
）

（5）
十
一
月
七
日

（土）
、八
日

（日）

放
送
大
学
面
接
授
業「
（
仮
題
）古

代
・
中
世
・
近
代
の
石
見
の
重
要
性
」

☎
０
８
５
２
‐
２
８
‐
５
５
０
０

FAX
０
８
５
２
‐
２
８
‐
１
８
０
０

（
放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー
）

※
前
後
で
万
葉
や
中
世
や
幕
末
の

　

益
田
市
に
ゆ
か
り
の
深
い
万
葉

歌
人
・
柿
本
人
麻
呂
に
ち
な
み
、

全
国
か
ら
短
歌
を
募
集
す
る
「
第

１
回
柿
本
人
麿
公
顕
彰
全
国
短
歌

大
会
」
が
22
日
、
同
市
駅
前
町
の

駅
前
ビ
ル
「
Ｅイ

ー

ガ

Ａ
Ｇ
Ａ
」
で
開
か

れ
た
。
全
国
14
都
県
か
ら
応
募
が

あ
っ
た
１
３
９
首
か
ら
、
同
市
匹

見
町
道
川
、
主
婦
栗
栖
絹
枝
さ
ん

(

88)

の
し
め
縄
づ
く
り
の
情
景

を
表
現
し
た
作
品
が
、
最
高
賞
の

大
会
長
賞
を
受
賞
し
た
。
作
品
は

　
定
ま
ら
ぬ

　
秋
日
の
晴
を
見
定
め
て

　
注し

め
な
わ

連
縄
用
の
青
稲
を
刈
る

　

地
域
の
住
民
グ
ル
ー
プ
で
し
め

縄
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
栗

栖
さ
ん
が
、
稲
を
刈
り
取
っ
て
す

ぐ
に
天
日
干
し
す
る
作
業
に
あ
た

り
、
秋
空
を
気
に
か
け
る
思
い
を

詠う
た

っ
た
。

　

講
評
で
、
選
者
を
務
め
た
日
本

歌
人
ク
ラ
ブ
名
誉
会
長
の
秋
葉
四

郎
氏(

77)

が
「
し
め
縄
を
飾
る

お
正
月
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
が

伝
わ
っ
て
く
る
」
と
高
く
評
価
。

栗
栖
さ
ん
は
、
秋
葉
氏
が
編
集
人

を
務
め
て
い
る
歌
誌
「
歩
道
」
に

約
30
年
に
わ
た
っ
て
投
稿
し
て
お

り
、受
賞
に
「
短
歌
は
生
き
が
い
。

今
後
も
創
作
を
続
け
た
い
」
と
喜

ん
だ
。

　

大
会
は
、
柿
本
人
麻
呂
の
生
誕

と
終

し
ゅ
う

焉え
ん

の
地
と
の
伝
説
が
残
る
益

田
市
で
、
短
歌
を
通
し
た
交
流
の

栗
栖
さ
ん(

益
田)

大
会
長
賞

人
麻
呂
顕
彰
の

第
一
回
全
国
短
歌
大
会
始
ま
る

第４号　平成27年２月１日 発行 尾形光琳『紅白梅図（国宝）』（部分）
出典：Google Art Project works by Ogata Korin

選者を務めた日本歌人クラブ
名誉会長の秋葉四郎氏

機
会
を
設
け
よ
う
と
、
市
柿
本
人

麿
公
顕
彰
会
と
市
な
ど
で
つ
く
る

実
行
委
員
会
が
企
画
。
一
般
、
高

校
生
、
小
学
生
の
３
部
門
で
合
計

21
首
の
入
賞
作
を
選
ん
だ
。
秋
葉

氏
に
よ
る
記
念
講
演
な
ど
も
あ

り
、
受
賞
者
ら
約
80
人
が
聴
き

入
っ
た
。
他
の
上
位
入
賞
者
は
次

の
皆
さ
ん
。

益
田
市
長
賞 

大
畑
房
子(

益
田

市)

▽
益
田
市
教
育
長
賞 

香
川

哲
三(

広
島
市)

▽
益
岡
市
文
化

協
会
会
長
賞 

藤
井
順
子(

益
田

市)

▽
益
田
市
観
光
協
会
会
長 

城
市
江
梨
子
（
同
）

（
平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
三

日
山
陰
中
央
新
報
の
記
事
よ
り
）

 

奨
励
賞
　
秋
葉
四
郎
選 

（
小
学
生
の
部
）

全
員
で
走
っ
て
跳
ん
だ
運
動
会

頑
張
っ
た
け
ど
一
歩
と
ど
か
ず

高
原
小
五
年　

岸　

南

空
見
上
げ
ふ
わ
ふ
わ
ふ
わ
り

ひ
つ
じ
雲

風
に
の
っ
て
ど
こ
ま
で
い
く
の

高
原
小
五
年　

柘
植
さ
く
ら

水
た
ま
り
自
分
が
二
人

立
っ
て
い
る

し
ず
く
が
お
ち
て
笑
顔
も
ゆ
れ
る

高
原
小
六
年　

長
谷
川
琉
星

（
高
校
生
の
部
）

夜
テ
レ
ビ
寝
る
前
ス
マ
ホ

メ
デ
ィ
ア
漬
け

家
族
と
会
話
す
る
ひ
ま
も
な
し

翔
陽
高
校
二
年　

原
恵
里
佳

夕
焼
け
を
見
な
が
ら
帰
り

ふ
と
思
う

来
年
か
ら
は
見
れ
な
い
景
色

翔
陽
高
校
三
年　

渡
辺
直
美

静
寂
に
夜
風
が
優
し
く
髪
を
撫
で

遥
か
遠
く
に
住
む
君
想
ふ

翔
陽
高
校
三
年　

村
上　

聖

「石見万葉の磯」の完成予想図

ア
ク
ア
ス
に

万
葉
・

石
見
の

海
出
現
!?

「
山
陰
万
葉
を
歩
く
会
」
共
催

石
見
他
の
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

十
一
月
六
日

（金）
：
萩
～
津
和
野

～
益
田
他

　

十
一
月
九
日

（月）
：
江
津
～
石
見

銀
山
～
出
雲
大
社
他

☎
０
８
５
６
‐
３
１
‐
０
１
０
６

（
益
田
市
観
光
交
流
課
）
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碑
が
あ
っ
た
と
紹
介
。
現
在
は

日
立
金
属
山
手
工
場(
同
市
安
来

町)

に
残
っ
て
い
る
と
し
た
。
そ

の
上
で
、
安
来
町
か
ら
伯
太
町

の
寺
院
に
移
さ
れ
た
神
像
に
言

及
。
鎌
倉
末
期
ご
ろ
に
頓と

ん
あ阿
法
師

(

１
２
８
９
～
１
３
７
２
年)

が

手
が
け
た
人
麻
呂
像
３
０
０
体

が
「
当
時
豊
か
だ
っ
た
地
域
に
わ

た
っ
て
い
る
」
と
説
き
、「(

安

来
の
神
像
も
頓
阿
作
の)

可
能
性

は
あ
る
」
と
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、元
県
古
代
文
化
セ

ン
タ
ー
客
員
研
究
員
の
関
和
彦
氏

が「
出
雲
と
万
葉
・
彷さ

ま
よ徨
ふ
人
麻
呂

を
求
め
て
」と
題
し
て
話
し
、出
雲

文
化
伝
承
館
副
館
長
の
大
谷
香
代

　

十
七
世
紀
の
後
半
、
五
十
猛
の

大
崎
ヶ
鼻
に
端
を
発
し
た
人
丸
の

祭
祀
は
、
五
十
猛
町
の
旧
家
土
肥

屋
（
林
家
）
の
庭
園
内
亀
山
と
の

行
き
来
を
繰
り
返
し
て
、
最
終
的

に
は
亀
山
に
定
着
し
大
正
時
代
ま

で
続
い
た
。
当
然
な
が
ら
、
遷
社

の
ご
と
に
、
頓
阿
法
師
の
人
丸
御

神
像
は
、
流
転
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
よ
う
な
の
で
あ
る
。

　

亀
山
の
御
神
像
は
、
そ
の
後
土

肥
屋
邸
宅
内
の
神
棚
に
祀
ら
れ
た

よ
う
で
あ
る
。
神
棚
の
主
祭
神
は

龍
神
さ
ん
で
あ
る
が
、
向
か
っ
て

右
側
が
人
丸
の
祭
壇
と
な
る
。
五

寸
五
分
の
木
像
が
す
っ
ぽ
り
収
ま

る
ス
ペ
ー
ス
が
空
け
ら
れ
て
お

り
、
今
は
木
像
当
寸
大
の
写
真
が

代
役
を
務
め
て
い
る
。
残
念
な
が

ら
現
在
の
と
こ
ろ
御
神
像
は
行
方

不
明
な
の
で
あ
る
。

　

御
神
像
が
実
在
し
た
証
拠
は

色
々
と
あ
る
。
神
棚
の
御
神
像
を

様
々
な
角
度
か
ら
撮
っ
た
写
真

が
存
在
し
、
引
き
合
い
と
な
る

シ
ョ
ー
ト
ピ
ー
ス
箱
か
ら
、
そ
の

倍
ほ
ど
の
大
き
さ
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。
さ
ら
に
は
歌
聖
像
と

墨
書
さ
れ
て
い
る
木
箱
も
あ
り
、

御
神
像
が
ち
ょ
う
ど
収
ま
る
容
量

で
あ
る
。
こ
れ
は
い
づ
れ
も
土
肥

屋
に
現
存
し
て
い
る
。

　

昭
和
十
三
年
七
月
十
五
日
の

大
阪
朝
日
新
聞
に
、
三
隅
の
詩

人
木
村
晩
翠
が
、
五
十
猛
土
肥

屋
の
御
神
像
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
記
し
て
い
る
。
祭
祀
が

始
ま
っ
て
間
も
な
い
明
和
九
年

（
一
七
七
二
）、
時
の
当
主
林
察
右

衛
門
貴
熊
が
、
津
和
野
藩
主
亀
井

能
登
守
矩
貞
公
に
上
書
し
て
御
神

像
の
上
覧
を
請
う
た
。
公
は
一
見

し
て
「
彫
刻
の
非
凡　

古
色
を
激

賞
」
し
、「
柿
本
明
神
祠
碑
」
の

書
と
、
御
手
製
の
土
器
皿
を
下
賜

し
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
も
今
な
お

土
肥
屋
に
蔵
さ
れ
て
い
る
可
能
性

が
高
い
。

　

結
局
外
堀
は
全
て
埋
ま
っ
て
い

る
も
の
の
、
肝
心
の
御
神
像
だ
け

が
現
在
は
な
い
。
昭
和
五
十
二
年

八
月
十
七
日
の
山
陰
中
央
新
報
の

記
事
に
よ
る
と
、
昭
和
四
十
年
頃

ま
で
は
所
在
が
確
認
さ
れ
て
い
た

と
い
う
。
不
明
に
及
ぶ
経
緯
も
判

然
と
し
な
い
が
、
今
後
発
見
さ
れ

う
る
可
能
性
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

昨
今
川
島
先
生
が
再
三
五
十
猛

に
お
い
で
に
な
り
様
々
な
示
唆
を

い
た
だ
い
た
。
こ
こ
い
ら
で
五
十

猛
に
お
け
る
人
丸
信
仰
の
復
活
を

宣
言
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

五
十
猛
の
人
丸
御
神
像

山
陰
万
葉
を
歩
く
会
・
五
十
猛
歴
史
研
究
会　

林　

康
二
氏

三
井　

淳
氏

「
人
麻
呂
さ
ん
が
安
来
に
い
た
ん

だ
っ
て
？
」
と
題
し
た
講
演
会
が

22
日
、
安
来
市
安
来
町
の
安
来
中

央
交
流
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
山
陰

万
葉
を
歩
く
会
会
長
の
川
島
芙
美

子
氏
ら
が
、
安
来
に
残
る
万
葉
歌

人
・
柿
本
人
麻
呂
の
伝
承
や
、
ゆ

か
り
が
あ
る
と
さ
れ
る
同
市
伯
太

町
の
木
彫
り
神
像
に
つ
い
て
話
し

た
。

　

川
島
氏
は
、
日
立
金
属
海
岸
工

場(

安
来
市
飯
島
町)

付
近
に
か

つ
て
あ
っ
た
「
仏
島
」
と
呼
ば
れ

る
小
さ
な
島
に
、
人
麻
呂
の
石

人
麻
呂
と
安
来
の
縁
知
る

関
和
彦
氏
、
川
島
芙
美
子
会
長
講
演
・

大
谷
香
代
子
氏
披
講

講演する関和彦氏

講演会の様子

熱心に聴講する参加者の方々

子
氏
が
万
葉
歌
を
読
み
上
げ
た
。

　

講
演
会
は
十
神
、
社
日
両
交
流

セ
ン
タ
ー
な
ど
が
人
麻
呂
と
安
来

の
縁
を
学
び
、
地
域
へ
の
関
心
を

高
め
て
も
ら
お
う
と
開
き
、
約
80

人
が
聴
講
し
た
。

(

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
五

日
山
陰
中
央
新
報
の
記
事
よ
り
）

会
員
の
感
想

「
山
陰
万
葉
を
歩
く
会
」
共
催

す
ば
ら
し
い「
恋
と
神
話
」の

旅
に
参
加
し
て

山
陰
万
葉
を
歩
く
会山

田　

富
子
氏

　

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
三

日
～
二
十
四
日
、
山
陰
万
葉
を
歩

く
会
会
長
・
川
島
芙
美
子
先
生
、

益
田
市
観
光
交
流
課
・
中
島
光
太

郎
様
、
多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
方
々
の
お
世
話
に
な
り
、

大
変
楽
し
い
バ
ス
旅
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
初
対
面
の
参
加

の
方
々
と
も
す
ぐ
親
し
く
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
話
に
花
が
咲
き
、
テ

ン
シ
ョ
ン
高
い
二
日
間
で
し
た
。

　

高
津
柿
本
神
社
、万
葉
公
園
、大

崎
鼻
、高
角
山
公
園
、柿
本
人
麻
呂

と
依
羅
娘
子
の
銅
像
と
歌
碑
・
相

聞
歌
、数
々
の
歌
碑
、人
麻
呂
の
歌

と
恋
に
酔
い
ま
し
た
。多
鳩
神
社

で
は「
ナ
ギ
」の
大
樹
に
出
会
い
ま

し
た
。多
鳩
神
社
は
海
神
と
し
て

崇
敬
さ
れ
た
神
社
で
す
が
、日
本

サ
ッ
カ
ー
協
会
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
で
あ
る
八や

が
た
ら
す

咫
烏
の
伝
説
が
残
る

神
社
で
も
あ
り
ま
す
。

　

夜
は
浜
田
の
ホ
テ
ル
松
尾
で
、

の
ど
ぐ
ろ
料
理
を
は
じ
め
、
数
々

の
海
の
幸
、
ご
ち
そ
う
を
い
た
だ

き
な
が
ら
石
見
神
楽
観
覧
。
お
座

敷
で
の
間
近
に
迫
る
大お

ろ
ち蛇
に
、
思

わ
ず
悲
鳴
を
あ
げ
ま
し
た
。
恵
比

須
さ
ん
の
鯛
釣
り
に
は
、
見
て
い

る
私
達
も
笑
顔
に
な
り
、
引
き
込

ま
れ
ま
し
た
。
演
者
の
方
は
四

歳
か
ら
石
見
神
楽
を
始
め
ら
れ
、

四
十
年
の
キ
ャ
リ
ア
と
お
聞
き

し
、
驚
き
ま
し
た
。
手
の
指
先
、

足
の
指
先
ま
で
す
ば
ら
し
く
、
し

な
や
か
で
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
動

き
。
速
い
テ
ン
ポ
の
神
楽
舞
に
感

嘆
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
五い

そ
た
け

十
猛
に
始
ま
り
、

静し
ず
の
い
わ
や

之
窟
、
子
ど
も
の
頃
来
た
事
を

思
い
出
し
、
と
て
も
懐
か
し
い
気

持
ち
で
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。
出

お
茶
、
御
神
酒
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。
最
後
に
島
根
県
立
古
代
出
雲

歴
史
博
物
館
。
色
々
詳
し
く
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
何
回
も

来
館
し
て
い
る
の
に
知
ら
な
か
っ

た
事
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

正
に「
恋
と
神
話
」の
旅
で
し

た
。こ
ん
な
に
充
実
し
た
贅
沢
な

旅
を
た
く
さ
ん
の
方
に
体
験
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。次
回
、案

内
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
、皆
様

参
加
な
さ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。お
世
話
に
な
り
ま
し
た
方
々
、

楽
し
く
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
皆
様
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。紙
面
を
お
借
り
し

て
、お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

短歌大会に続き、石見地方の
人麻呂ゆかりの地をめぐるツアーが行われた

高角山公園の依羅媛像の前で記念撮影

雲
大
社
で
は
川
島
先
生
の
お
か
げ

で
正
式
参
拝
。
本
殿
で
神
官
の
方

に
丁
寧
な
説
明
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
神
紋
入
り
の
お
菓
子
に

万
葉
花
こ
み
ち
定
食

万
葉
弁
当

島
根
県
立
万
葉
公
園
内

や
す
ら
ぎ
の
家
（
益
田
市
）

次
回
は
、
万
葉
・
美
肌
グ
ル
メ
を
紹
介
し
ま
す
。
御
期
待
下
さ
い
。

中
央
弁
当
（
江
津
市
）

☎
０
８
５
６
‐
２
２
‐
２
１
３
３

☎
０
８
５
５
‐
５
２
‐
３
３
９
３

万
葉
食
を
召
し
あ
が
っ
て
万
葉

ウ
ォ
ー
ク
す
れ
ば
美
肌
ま
ち
が
い
な

し
で
す
。
試
み
て
み
ま
せ
ん
か
？

柿
本
人
麻
呂
が
石
見
相
聞
歌
の
中

で
妻
の
黒
髪
に
例
え
た”
玉
藻”

を
表
現
し
た
「
と
ろ
ろ
昆
布
入
り

山
菜
う
ど
ん
（
そ
ば
）」、
万
葉
集

に
詠
ま
れ
る
椎
の
実
を
粉
に
し
て

作
る
「
椎し

い

の
実　

ご
ま
豆
腐
」、

益
田
市
特
産
の
柚
を
器
に
末
広

が
り
の
八
つ
の
食
材
を
用
い
た

「
八や

く
さ種

な
ま
す　

柚ゆ
ず
が
ま釜

入
り
」、
万

葉
集
に
登
場
す
る
桜
の
花
を
か
た

ど
っ
た
「
桜
寿
司
」
の
定
食
。

万
葉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
も
人
気

の
万
葉
弁
当
は
、
柿
本
人
麻
呂
と

依
羅
娘
子
の
二
人
が
食
べ
た
か
も

し
れ
な
い
地
元
の
食
材
を
使
い
、

昔
な
が
ら
の
食
材
、
味
付
け
、
調

理
方
法
を
研
究
、
再
現
し
て
つ
く

ら
れ
て
い
ま
す
。

お
弁
当
の
中
は
、
古
代
米
、
あ
わ

飯
、
あ
じ
の
干
物
、
鶏
の
黒
砂
糖

し
ょ
う
ゆ
焼
き
、
お
煮
し
め
、
焼

豆
腐
の
ね
ぎ
み
そ
焼
き
、
あ
さ
り

の
し
ょ
う
が
煮
、き
び
団
子
な
ど
。

「
山
陰
万
葉
を
歩
く
会
」
共
催

万
葉
の

食


